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1．  はじめに 

かき殻を細骨材としたセメントモルタルを用

いて建物の屋上を被覆し、その遮熱効果を検討

した。本研究では、モルタル被覆の前後におい

て、夏季の屋上表面温度、室内温度、日射、気

温等を測定し、モルタル被覆が室内温度に及ぼ

す影響を調べた。  
２．試験の概要  

1）建物の状況 モルタル被覆前におけるアス

ファルトルーフィング材と思われる屋上表面の

状況を写真 1、被覆後の状況を写真 2 に示す。

モルタル被覆した屋上は 5.00m×2.50ｍの広さが

あり、地面から屋上までの高さは 3.0ｍである。

建物の外観を写真 3 に示す。  
2）かき殻モルタルの施工 かき殻粉（2mm

以下）を細骨材として用い、セメント：細骨材

を 1:2、W/C=1.1 のかき殻モルタルを作製した。

屋上に被覆したモルタルの厚さは、約 10mm で

ある。モルタル被覆は、2015 年 6 月 7 日に施工

した。また、屋外でのモルタル円柱供試体の材

齢 1 年の圧縮強度は、18.2N/mm2 であった。  
3）測定方法 2014 年（被覆前）、2015 年お

よび 2016 年（被覆後）において、夏季の屋上

表面温度、室内温度、日射、気温などを、デー

タロガーにより１分間隔で記録した。なお、建

物は普段使用されていないため、扉や窓を閉め

た状態で室内温度を測定した。  
３．結果および考察  
 2014 年および 2016 年の 7 月 20 日～8 月 10 日における測定結果を図 1(a),(b)に示す。2014
年測定結果（被覆前）では屋上表面温度が 50℃以上になったのに対して、2016 年測定結

果（被覆後）では表面温度はかなり低下している。これは、被覆により屋上表面の明度

が明るくなり、日射反射が増加して遮熱効果が大きくなったためと考えられる。  

 

写真 1 被覆前の屋上の状況  
 

写真 2 被覆後の屋上の状況  
 

写真 3 建物の外観  
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(a ) 2014年測定結果（被覆前）屋上表面温度
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(b )  2016年測定結果（被覆後）屋上表面温度
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図 1 7 月 20 日～8 月 10 日における測定結果  
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図 2 7 月 20 日～8 月 10 日における室内温度の変化  

2014 年、2015 年および 2016 年の夏季における室内温度の変化を図 2 に示す。モルタル

被覆後の室内温度の変化は、2014 年（被覆前）に比べて小さくなる傾向が認められた。

また、被覆前には室内温度が 36℃以上になる日もあったが、被覆後はなかった。これは、

モルタル被覆による屋上の厚みの増加や表面の遮熱効果などの影響と考えられる。  
４．おわりに 

  かき殻を細骨材としたモルタルにより屋上を被覆した場合、被覆前に比べて夏季の室内

温度の変化が小さくなり、また、最高温度も低下するなどの傾向が認められ、夏季の室内

温度の低減効果が確認できた。  
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